
滋賀県環境学習等推進協議会設置要領 
（目的） 
第１条 滋賀県環境学習等推進協議会（以下「協議会」という。）は、環境教育等による環

境保全の取組の促進に関する法律第８条に基づく、滋賀県の自然的社会的条件に応じた

環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組の推進に関する行動

計画、ならびに滋賀県環境学習の推進に関する条例第６条に基づく環境学習の推進に関

する計画（以下あわせて「計画」という。）について、計画改定に関する協議、実施に係

る連絡調整、進行管理、そして琵琶湖博物館環境学習センターの企画運営への提言等を

行うことを目的とし、設置する。 
（所掌事項） 
第２条 協議会の所掌事項は、次のとおりとする。 
（１）計画の改定に関する協議を行う。 
（２）計画の進行管理・連絡調整を行う。 
（３）琵琶湖博物館環境学習センターの企画運営への意見・提言・支援を行う。 
（組織） 
第３条 協議会は、次の委員をもって構成する。 
（１）滋賀県および滋賀県の市町 
（２）滋賀県教育委員会 
（３）学校教育及び社会教育の関係者 
（４）関係する県民、民間団体等、学識経験者その他の滋賀県が必要と認める者 
２ 委員は、20人以内をもって構成する。 
３ 委員の任期は、２年以内とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 
４ 前項の委員は、再任されることができる。 
５ 協議会には会長及び副会長を置き、会長は委員の互選によって定め、副会長は会長が指

名する。 
６ 会長は、会議を総括し、会議の進行にあたる。 
７ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 
（会議） 
第４条 協議会の会議は、会長が召集し、議長となる。 
２ 会議には、必要に応じ、委員以外の者の出席を求めることができる。 
３ 会議は、公開とする。 
４ 会議終了後に会議録を作成し、５年間保存する。 
（ワーキンググループ） 
第５条 協議会は、その所掌事項において、具体的な内容を検討するためのワーキンググル
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ープを設置することができる。 
２ ワーキンググループには座長及び座長代理を置き、座長は委員の互選によって定め、座

長代理は座長が指名する。 
３ 座長は、ワーキンググループの会議を総括し、会議の進行にあたるとともに、ワーキン

ググループにおける検討事項の経過等について、協議会に報告する。 
４ ワーキンググループの会議は、座長が召集し、議長となる。 
（庶務） 
第６条 協議会及びワーキンググループに関する庶務は、琵琶湖環境部環境政策課において

処理する。 
（その他) 
第７条 この要領に定めるもののほか、会議の運営に必要な事項は、会長が定める。 
 
附 則 
この要領は、平成 26 年９月４日から施行する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



滋賀県環境学習等推進協議会委員 
 

氏名 職名 

井手 慎司 滋賀県立大学教授 

植田 潤 長浜市湖北野鳥センター専門員 

門岡 芳江 草津市立草津中学校教諭 

川上 昌道 県教育委員会教育次長 

川嶋 宗継 滋賀大学名誉教授 

来田 博美 地球温暖化防止活動推進センターキャリアアドバイザー 

坂下 靖子 たかしま市民協働交流センター事務局長 

関川 雅之 竜王町公民館館長 

仲川 喜之 草津市環境課課長 

中野 光議 公募委員 

成山 博子 近畿環境パートナーシップオフィス(きんき環境館)スタッフ 

廣脇 正機 琵琶湖環境部次長 

舩橋 則子 近江八幡市立安土小学校教諭 

松尾 まゆみ 大津市立皇子ヶ丘保育園園長 

吉川 満治 平和堂 CSR 推進室長 

竜王 真紀 いきものみっけファーム滋賀事務局長 

 


